
 

 

アジア山岳連盟(UAAA)創立 30 周年記念事業 

「国際山岳平和祭 in 長岡 2024」 

企画書 

2024 年 7 月 23 日(火)-27 日(土) 

新潟県長岡市・弥彦山 

 

 

 

 

公益社団法人 

日本山岳・スポ－ツクライミング協会 

UAAA 創立 30 周年記念事業プロジェクト 

 

 



アジアの仲間山岳会 

 

 

日   程   2024 年 7 月 23 日(火)-27 日(土) 

 

開 催 地  新潟県長岡市 / 弥彦山 

    会場/宿泊 ホテルニューオータニ長岡(総会・式典・祝賀会) 

    野外 行事 弥彦村・弥彦神社・弥彦山・大平園地・ 

 

事  業  アジア山岳連盟総会 

高頭祭・登山祭・たいまつ登山(国際山岳平和交流年) 

アジア山岳連盟創立 30 周年記念式典・祝賀会 

関連行事及びエキスカーション 

 

主  催  アジア山岳連盟(UAAA) 

      UAAA 日本委員会 

 

主  管  （公社）日本山岳・スポ－ツクライミング協会 

       新潟県山岳協会 

 

協  力  （公社）日本山岳会 

      （公社）日本山岳会 越後支部  

       日本勤労者山岳連盟 

       日本山岳ガイド協会 

       日本ヒマラヤ協会 

       弥彦山岳会 

 

 

後  援   新潟県 

新潟県長岡市 

       弥彦村 

協  賛   山と渓谷社 

モンベル（ご検討中） 

協賛企業 

 

アジア⼭岳連盟創⽴ 30 周年記念事業「国際⼭岳平和祭 in ⻑岡 2024」 

企画書 

国際山岳連盟 

加盟国及び団体 

70 ケ国 

94 団体 

うちアジア 

13 ケ国 

18 団体 

―テーマ ― 

平和への登り口 

自然を大切にしよう 

仲間を大切にしよう 

生命を大切にしよう 



 

 

目  的 

 アジア山岳連盟創立 30 周年記念にあたり、新潟の弥彦山で毎年開催される、高頭祭・登山

祭・たいまつ登山を舞台として、国内外の山岳関係者、団体、登山者、登山愛好家が一堂に会

し、アジア各国との交流を図るなか、国際山岳連盟にも呼びかけて、より一体となり発展する

ための式典、祝賀会を開催する。 

登山者の山岳会、登山界離れにより登山の安全技術および登山文化を継承できるようなイベン

トにして安全登山の啓発活動、また、アジアそして世界の登山界との交流ができるような形に

する。 

恒久平和の実現に取り組んでいる長岡市で UAAA 創立 30 周年記念事業をおこなうことは、アジ

アおよび世界の平和を宣言する場所、機会、連携連帯するにふさわしく、登山界が 1つになっ

て安全登山を発信、啓発していきたい。 

 

背  景 

コロナで引き離され、活動が低迷するなか登山界の復帰復興事業として、国際交流事業に期

待し開催する。また昨今の国際事情から、安全登山の先に平和を世界の登山者仲間と共有し祈

願していきたい。人が人の生命を奪ったり、苦難苦境に追い込むようなことは絶対にあっては

ならない。 

 

準備事項 

主要山岳団体の協力要請 

 一般登山者参加への対応 

 登山関係のメーカーやメディアへの協力要請および集客ができる内容や告知の協力要請。 

 広報活動(開催チラシ、ポスター、パンフレットの制作) 

 ホームページの開設 

 UAAA との開催内容の打ち合わせ 

 記念式典・祝賀会のプログラム 

 登山界で活躍した、功労者および団体の表彰 

 マスコミ対策 

 スポンサーシップ対策 

 



枠内の 7 月 25 日(木)は一般登山者の参加事業 高頭祭・登山祭・たいまつ登山 

7 月 26 日(金)は一般登山者の参加事業 記念式典・記念祝賀会 

7 月 27 日(土)は朝に解散します。個人的に越後の山をお楽しみ下さい 

 

行   程   20224 年 7 月 23 日(火) 

            各国山岳関係者参集(来日) 

            レジストレーション(受付) 

            ハロー パーティー 

 

        7 月 24 日(水) 

            アジア山岳連盟 総会 

            エキスカーション 

            ウェルカム パーティー 

 

7 月 25 日(木) 

            一般参加者受付 11:00 ホテルニューオータニ長岡集合 

            外国参加者 レクチャーミーティング 

            第 67 回高頭祭・第 69 回弥彦山たいまつ登山祭 

 

7 月 26 日(金) 

            坐禅会 ハイキング エキスカーション 

            UAAA 創立 30 周年記念式典・記念祝賀会 

 

7 月 27 日(土) 

            朝食後 解散 

日   程 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

広告協賛のご協力のお願い 

― 募集内容 ― 

■ イベントへの広告協賛 

アジア山岳連盟創立 30 周年記念事業「国際山岳平和祭 in 長岡 2024」のプログラムに協賛

企業として記載 

― 広告協賛 ― 

■ 掲載 

( UAAA アジア山岳連盟、JMSCA 日本山岳・スポ－ツクライミング協会、JWAF 日本勤労者山

岳連盟 )配布用大会プログラム(発行予定部刷数)300 部)に掲載 

(１枠 A4 版 1/2 ページ ) 

JMSCA、JAC および JWAF の HP に事業の協賛企業、協賛 体として企業名、もしくはブランド

ロゴを掲載 

 

■広告協賛料 

 広告協賛料 50,000円(１枠A4版1/2ページ ) 

― 申込先 ― 

アジア山岳連盟創立30周年記念事業「国際山岳平和祭in長岡2024」 

実行委員会 担当：蛭田伸一 Mail:hiruta@sip.co.jp 

現地実行委員会 担当： 

 

――――――――――――事務局―――――――――――― 

公益社団法人 日本山岳・スポーツクライミング協会内 

アジア山岳連盟創立 30 周年記念事業「国際山岳平和祭 in 長岡 2024」実行委員会 

委員長 蛭田伸一 

〒160 0013 東京都新宿区霞ケ丘 4 番 2 号 

TEL 03-5843-1631  FAX 03-5843-1635 

Email：info@jma-sangaku.or.jp 

関連連絡先 

日本山岳・スポーツクライミング協会 蛭田伸一（実行委員長）090-2645-5825（総合案内） 

日本山岳会 桐生恒治（副会長） 080-3144-6406 高頭祭 現地案内 



アジア山岳連盟日本委員会 神崎忠男（UAAA 顧問）090-3105-6530 国際事情 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参考資料    ― 日本登山界の国際交流 ① ― 

国際山岳連盟 

 国際山岳連盟(UIAA)は 1932 年 8 月 27 日、フランスのシャモニーで発足。当初は親睦

から出発し交流、情報交換と世界の登山界のロビーとして進展してきた。日本の加盟は

1967 年ドイツ山岳会の紹介で日本山岳会が入会、それから数十年後、日本山岳協会が社

団法人格の認可もとり日本の登山界の山岳行政機関的役目を果たすに至り、日本の国際

窓口は日本山岳協会が妥当ではないかということで、日本山岳会と日本山岳協会が話し

合い国際山岳連盟の加盟権は日本山岳協会に託され、日本山岳・スポ－ツクライミング

協会に引き継がれて今日に至っている。加盟国 70 ケ国、94 山岳団体 

 アジア山岳連盟(UAAA)は 1994 年 11 月 4 日、韓国の仁川の発足総会で設立。きっかけ

は 1992 年日本の松本で開催した国際山岳連盟総会で、アジアの国々の出席が多く、日

本が中心になってアジア山岳連盟を創ろうと提案がでた。当時の斉藤一男会長は「アジ

アから学ぶものは何もない…、アジア山岳連盟設立には反対の立場。突然、大韓山岳連

盟からアジア山岳連盟発足総会の案内が届いた、国際山岳連盟加盟団体として日本山岳

協会からも斉藤会長以下数名が出席。アジア各国の圧倒的な要請に押され、斉藤日本山

岳協会会長が初代アジア山岳連盟の会長として出発。加盟国は 15 カ国前後と聞くが、

発展途上国はスポーツクライミングの団体が多く、登山集団としての活動バランスに難

しいところがあるとも聞く。加盟国 13 ケ国 18 山岳団体 

アジア山岳連盟 

 1982 年に国際山岳連盟がヒマラヤの麓カトマンズで創立 50 周年記念総会が開かれ、

自然保護の重要性が討議され、世界レベルでの活動の強化をはかり「カトマンズ宣言」

が発布され、具体的な活動期にはいると、当然、日本にも国際交流紙業の波が押し寄せ

た。1986 年国際アルピニストシンポジウム、1991 年国際自然環境シンポジウム。日本

で初めてのスポーツクライミングワールドカップ東京大会、1992 年国際山岳連盟松本

総会 1993 年アジア岳人東京会議、1997 年国際青少年自然環境尾瀬フォーラム、2001

年世界岳都都市会議(松本市)、2002 国際山岳年、2007 年国際山岳連盟総会、松本国際

山岳自然環境会議、2014 年広島山岳平和祭、その合間にアジア山岳連盟理事会や総会

を日本で開催。そして、今回の国際山岳平和祭に国際理解が継承されている。 

日本の国際交流 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本から世界から、山仲間が日本の長岡に集まって、 

安全、平和を考え啓発していこう…! 

参考資料     ― 日本登山界の国際交流 ② ― 

 
 日本山岳会は 1905 年 10 月 14 日、7 名の発起人とウェストン英国山岳会会員によって

創設されました。その 7 名の発起人の一人が高頭仁兵衛翁で、小島烏水初代会長を引き

継ぎ二代目の日本山岳会会長を努めました。高頭仁兵衛会員は 18 年間、1000 人分の会費

を納め、財政での支えがあって今の日本山岳会があります。その功績に感謝し毎年 7 月

25 日に恒例セレモニーとして高頭祭が開催されます。今回は外国の登山者にも先人を敬

う心、日本の自然、日本の文化をこの高頭祭で登山者気質を共有したいと国際山岳平和

祭として、地元山岳関係者のご理解とご協力のなか開催されることになりました。 

 この高頭祭に合わせて、新潟県山岳協会の主催で新潟県登山祭として、安全登山を祈

願する山頂祈願祭が奉納されます。豊かな登山環境のなかで楽しく山歩きができますよ

う山魂の霊を拝し、今年は世界の山仲間と共に安全登山のさきに世界平和ありと、すべ

ての人か安心、安全、安泰、平和に生き、暮らせるよう、新潟の弥彦山山頂から世界へ

向けて人類の平和を啓発していきたい。登山界から平和が啓発できるよき機会とうけと

め日本の登山界の自信と誇りにつながればと期待がふくらみます。 

高頭祭 

登山祭 

たいまつ登山 

 安全、平和を願いたいまつに生きる力と情熱を託し、感謝の気持ちを弥彦神社に奉納

する。地元の山岳関係者の配慮と指導のなか、厳かにも豪快にたいまつの火が弥彦山か

ら弥彦神社に向かって、参加する人見る人が一体となってたいまつの火に思いをひとつ

にして生きてることへの感謝の心に陶酔するひと時、今年は外国の山仲間の心にも火が

灯ることに、今から興奮しています。安全確保に配慮のなか参加したり、見学したりす

ることを楽しみにしています。 


